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「～原点回帰！分娩間隔の短縮を目指して～」

分娩間隔を短縮して得られる経済効果は？

令和６年もあっという間にひと月が過ぎましたね。今年は、比較的雪も少なく、過ごしやすいか
と思いますが、まだまだ寒さや大雪の恐れもあり、油断大敵です。牛も人も事故なく過ごしま
しょう。さて、繁殖農家にとって永遠のテーマ“分娩間隔の短縮”について、今回はお話します。
市場価格の低迷、資材高の今だからこそ、改めて、向き合ってみましょう。

１年間の子牛生産性（繁殖牛20頭規模の場合）で比較してみましょう！

分娩間隔380日なら年間 0.96 回*1× 20頭＝19.2頭
分娩間隔412日なら年間 0.89 回*1 × 20頭＝17.8頭

市場平均価格496千円*2 × 1.4頭 ＝694千円の損失

各JAの平均分娩間隔は
JA岩手ふるさと412日、JA江刺409日
JAいわて平泉411日、JAおおふなと445日

年1.4頭の差

*1 繁殖牛１頭あたりの分娩回数、*2 全農岩手県本部 令和５年和牛子牛市場成績より 県南家畜市場平均（税抜）

繁殖牛の分娩間隔が１日延長した場合の損失は、
１頭１日当たり約1,200円、そのほか、
飼料代が１頭１日当たり約800円。
つまり…分娩間隔を１日短縮すれば１頭当たり

約2,000円の経済効果があるんです！

これらを速やかに行うことが重要です！そこで今回は、③の対策に

オススメの早期妊娠判定技術「PAG検査」をご紹介します！

分娩間隔を短縮するためのポイントは３つ！

PAGとは、妊娠時のみ胎盤から分泌される物質のことで、乳汁中のPAG濃
度を検査することで、妊娠の有無が判定できます。方法は以下のとおり！

分娩間隔を
１日短縮するだけで
こんなに経済効果が

あるんだね！

①分娩後の母牛の体調回復 ②分娩後の授精 ③授精後の妊娠判定

PAG

乳汁採取 検査機関へ
検体送付

結果報告
（送付から３日後）

妊娠⊕の場合、
授精後60日目以降に
獣医師による妊娠確定診断

妊娠⊖の場合、
早期治療・再授精

PAG検査と獣医師の妊娠鑑定の比較は、次ページの表１で説明します！

⊖を早く見つけて
対処することが
重要なんだね！

パ グ

県目標380日より

29～65日長い！



お問い合わせ ＞＞＞ 奥州農業改良普及センター 0197-35-8451
一関農業改良普及センター 0191-52-4961

PAG検査を活用して、分娩間隔の短縮を目指しましょう！
PAG検査についての詳細は、普及センターにお問い合わせください！

PAG検査 獣医師による妊娠鑑定

妊娠判定が実施できる日数 授精後28日目以降 授精後60日目以降

判定に要する日数 ３日（乳汁サンプル送付後） ０日（その場で判定）

獣医師の介在 不要 必要

１回あたりの費用 最大4,000円 約3,000円＋交通費等

その他事項
分娩後60日目以降かつ
離乳していないことが条件

－

表１ PAG検査と獣医師による妊娠鑑定の比較

PAG検査を活用して、分娩間隔を32日短縮した事例があります。
この場合の、PAG検査の費用対効果を計算してみると…

PAG：7,000円（PAG＋獣医）
獣医：3,000円（獣医のみ）

費用

増額 4,000円

分娩間隔32日短縮
32日×2,000円＝64,000円

効果

増額 64,000円

費用対効果は60,000円！


